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愛
知
県
議
会
９
月
定
例
議
会

の
一
般
質
問
（
９
月
30
日
）

で
、
神
戸
健
太
郎
議
員
（
自

民
）
の
「
道
路
の
効
率
的
な
維

持
管
理
」
な
ど
に
つ
い
て
の
質

問
に
、
西
川
武
宏
建
設
局
長
が

「
点
検
と
簡
易
な
修
繕
を
ま
と

め
て
発
注
す
る
取
り
組
み
を
今

年
度
試
行
す
る
」
と
、
新
た
な

施
策
を
試
行
す
る
考
え
を
示
し

た
。

　

神
戸
議
員
は
、
道
路
等
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
、
維
持
管
理

の
対
象
施
設
の
増
大
、
現
場
で

施
工
す
る
建
設
会
社
の
労
働
力

不
足
、
イ
ン
フ
ラ
を
管
理
す
る

地
方
自
治
体
側
の
土
木
部
門
の

技
術
者
不
足
、
財
政
的
な
制
約

―
と
い
っ
た
課
題
を
取
り
上
げ

た
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
に
対
す

る
国
の
施
策
と
し
て
、
「
地
域

イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
に
よ
る
地
域
全
体
で

の
管
理
の
適
正
化
や
、
４
月

に
改
正
さ
れ
た
道
路
法
で
道

路
の
点
検
や
修
繕
等
を
他
の

自
治
体
が
代
行
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
「
施

設
の
老
朽
化
と
技
術
者
不
足

に
対
し
て
、
道
路
の
効
率
的
な

維
持
管
理
、
市
町
村
の
支
援
に

向
け
た
取
り
組
み
」
を
聞
い

た
。

　

西
川
局
長
は
、
法
定
点
検
施

設
の
う
ち
、
施
設
数
の
多
い
橋

梁
や
地
下
横
断
歩
道
や
道
路
照

明
な
ど
の
自
主
点
検
施
設
に
つ

い
て
、
維
持
管
理
の
効
率
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
説

明
。
そ
の
う
ち
、
橋
梁
に
つ
い

て
、
前
年
度
に
設
置
し
た
有
識

者
等
に
よ
る
橋
梁
定
期
点
検
の

効
率
化
に
向
け
た
検
討
委
員
会

で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
「
管
理

橋
梁
の
約
６
割
に
当
た
る
橋
長

15
㍍
未
満
の
小
規
模
橋
梁
を
対

象
に
、
今
年
度
か
ら
点
検
の
記

録
様
式
を
見
直
し
、
点
検
作
業

の
省
力
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
し
た
。
併
せ
て
、
「
今

年
度
の
委
員
会
に
お
い
て
は
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
橋
梁
診
断
の

導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
る
」
と
答
え
た
。

　

さ
ら
に
、
自
主
点
検
施
設
の

点
検
と
簡
易
な
修
繕
を
個
別
に

発
注
し
て
い
た
手
法
を
「
一
つ

の
業
務
に
ま
と
め
て
発
注
す
る

取
り
組
み
を
、
今
年
度
、
一
部

の
建
設
事
務
所
に
お
い
て
試
行

し
、
導
入
効
果
を
検
証
し
て
い

く
」
と
新
た
な
試
行
を
始
め
る

考
え
を
説
明
し
た
。

　

土
木
技
術
者
が
不
足
す
る
市

町
村
へ
の
支
援
と
し
て
は
、

「
２
０
１
５
年
度
か
ら
愛
知
県

都
市
整
備
協
会
に
お
い
て
市
町

村
の
点
検
・
診
断
業
務
を
ま
と

め
た
『
地
域
一
括
発
注
』
を
実

施
し
て
お
り
、
24
年
度
ま
で
に

37
市
町
村
に
対
し
支
援
を
行
っ

て
い
る
」
と
し
、
一
層
の
支
援

強
化
に
努
め
る
姿
勢
を
示
し

た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
診
断
で

集
ま
っ
た
意
見
・
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
を
基
に
対
策
案
を
取

り
ま
と
め
る
。
12
月
の
会
議

で
対
策
方
針
に
つ
い
て
中
間

案
を
ま
と
め
、
２
０
２
６
年

２
月
に
最
終
的
な
報
告
会
を

開
催
。
早
け
れ
ば
26
年
度
の

事
業
化
を
見
込
ん
で
お
り
、

同
年
度
中
に
詳
細
設
計
を
開

始
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
第

６
次
事
故
危
険
箇
所
に
選
定

さ
れ
た
場
合
、
想
定
さ
れ
る

計
画
期
間
は
26
年
度
か
ら
の

５
カ
年
度
。
30
年
度
ま
で
に

完
了
を
目
指
す
こ
と
に
な

る
。

　

浅
野
交
差
点
は
、
国
道
22

号
名
岐
バ
イ
パ
ス
と
市
道
０

１
１
５
号
線
が
交
差
。
国
道

を
挟
ん
だ
市
道
西
側
は
、
岩

倉
街
道
線
と
し
て
都
市
計
画

決
定
さ
れ
て
い
る
。
当
該
箇

所
の
国
道
は
片
側
３
車
線

で
、
一
日
に
５
万
３
７
１
５

台
（
２
０
２
１
年
度
）
と
交

通
量
が
多
く
、
交
差
す
る
市

道
が
大
き
く
斜
め
に
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
。
北

側
に
国
道
を
横
断
す
る
横
断

歩
道
は
な
く
、
地
下
通
路
で

横
断
す
る
。

　

南
側
に
は
国
道
を
横
断
す

る
横
断
歩
道
が
あ
り
、
通
学

す
る
高
校
生
な
ど
は
、
地
下

横
断
で
は
な
く
南
側
の
横
断

歩
道
を
利
用
す
る
場
合
が
多

い
と
み
ら
れ
る
。
地
下
通
路

は
、
周
辺
の
小
中
学
生
の
通

学
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
。

　

同
交
差
点
は
、
第
５
次
事

故
危
険
箇
所
（
計
画
期
間
：

21
年
度
か
ら
25
年
度
）
で
は

な
い
が
、
20
〜
23
年
度
の
死

傷
事
故
率
が
２
８
０
・
５
件

／
億
台
㌔
と
、
第
５
次
の
選

定
基
準
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
死
傷
事
故
率
が
１
０
０
件

／
億
台
㌔
以
上
」
の
指
標
に

達
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
事

務
所
管
内
の
中
で
第
６
次
に

選
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い

箇
所
の
う
ち
、
改
築
を
伴
う

Ⅰ
種
事
業
で
の
対
応
が
必
要

な
箇
所
の
中
で
過
去
４
年
間

（
20
〜
23
年
度
）
の
事
故
件

数
が
22
件
と
最
多
だ
っ
た
。

　

発
生
事
故
の
特
徴
と
し
て

は
、
岩
倉
街
道
線
か
ら
の
右

折
時
に
、
自
転
車
・
歩
行
者

が
横
断
歩
道
上
で
巻
き
込
ま

れ
る
事
故
や
、
下
り
（
岐

阜
）
方
面
で
の
追
突
事
故
が

多
い
。
要
因
と
し
て
は
、
交

差
点
の
規
模
が
大
き
く
、
停

止
線
間
の
距
離
と
右
折
距
離

が
長
い
こ
と
に
加
え
、
横
断

歩
道
が
斜
め
に
設
置
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
て

い
る
。

　

主
な
対
策
と
し
て
は
、
交

差
点
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
横

断
歩
道
の
設
置
角
度
の
改
良

を
想
定
。
ま
た
、
夜
間
の
事

故
も
発
生
し
て
い
る
た
め
、

　

国
土
交
通
省
名
古
屋
国
道
事
務
所
は
６
日
、

一
宮
市
内
の
国
道
22
号
浅
野
交
差
点
で
、
道
路

安
全
診
断
を
実
施
し
た
。
愛
知
県
道
路
交
通
環

境
安
全
推
進
連
絡
会
議
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

会
議
メ
ン
バ
ー
の
学
識
経
験
者
、
国
、
愛
知
県

警
、
愛
知
県
、
道
路
利
用
者
関
連
団
体
の
担
当

者
が
現
地
を
点
検
。
横
断
歩
道
の
改
良
方
法
に

つ
い
て
、
食
い
違
い
形
状
に
す
る
べ
き
か
、
食

い
違
い
の
幅
を
ど
の
程
度
設
け
る
こ
と
が
適
切

か
な
ど
の
視
点
で
調
査
し
た
。

照
明
の
改
良
も
検
討
す
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
化
で
は
、
国
道

の
停
止
線
と
停
止
線
の
距
離

が
長
く
、
信
号
変
わ
り
目
の

停
止
判
断
に
迷
い
が
生
じ
や

す
い
こ
と
に
よ
る
追
突
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
横
断
歩
道
を

車
道
の
進
行
方
向
側
に
移
設

す
る
こ
と
で
、
停
止
線
間
距

離
を
短
縮
。
設
置
角
度
の
改

良
で
は
、
斜
め
の
横
断
歩
道

を
一
部
垂
直
方
向
に
す
る
食

い
違
い
形
状
に
す
る
こ
と

で
、
横
断
者
の
視
認
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

　

こ
の
他
、
一
宮
市
が
渋
滞

対
策
の
一
環
と
し
て
、
岩
倉

街
道
線
を
左
折
し
て
国
道
に

進
入
す
る
右
折
レ
ー
ン
を
、

現
在
の
約
15
㍍
か
ら
約
60
㍍

に
ま
で
延
伸
す
る
こ
と
で
、

直
進
車
線
と
左
折
車
線
を
分

離
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
。
同

市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

26
年
度
に
詳
細
設
計
、
用
地

測
量
、
公
安
協
議
、
27
年

度
に
不
動
産
鑑
定
、
物
件

調
査
、
用
地
買
収
を
実
施
し

た
後
、
工
事
を
28
〜
29
年

度
に
か
け
て
進
め
る
予
定

だ
。

　ベントナイト実験に興味津々―。岐阜県中津川市

は、改修工事中のため池で坂本小学校４年生105人を

対象に見学会を行った。児童らは、水を抜いた今し

か見られないため池を観察した。当日は、発注者の

岐阜県恵那農林事務所、施工者の吉川工務店（中津

川市）、ＩＣＴ建機を提供するコマツカスタマーサ

ポート東濃支店（同市）、ベントナイト（堤体に敷

く特殊粘土）を扱うボルクレイ・ジャパン（東京都

港区）が協力。児童らはため池の役割や施工方法の

説明を受け、地域の安全を守る建設業の大切さを学

んだ。また、ベントナイトを使った遮水実験＝写真

＝では、「授業で習ったベントナイトは本当に水が

通りにくいことが分かり、面白かった」と笑顔で話

す児童の姿も見られた。

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整

備
局
は
、
建
設
会
社
に
お
け

る
災
害
時
の
事
業
継
続
力
認

定
制
度
（
建
設
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の

２
０
２
５
年
度
後
期
受
け
付

け
を
開
始
し
た
。
新
規
申

請
、
継
続
申
請
と
も
に
31
日

ま
で
受
け
付
け
る
。

　

建
設
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
認
定
は
、

大
規
模
災
害
の
発
生
を
想
定

し
、
建
設
会
社
の
復
旧
・
復

興
に
不
可
欠
な
建
設
会
社
の

事
業
継
続
力
を
高
め
る
体
制

を
つ
く
る
制
度
。
管
内
の
対

応
力
を
強
化
す
る
た
め
、
２

０
２
０
年
度
に
創
設
さ
れ

た
。

　

申
請
の
受
け
付
け
は
、
郵

送
の
場
合
、
31
日
の
消
印
有

効
。
持
参
・
メ
ー
ル
は
同
日

午
後
４
時
ま
で
有
効
と
し
て

い
る
。
後
期
分
の
認
定
開
始

は
２
月
１
日
か
ら
。
ま
た
、

26
年
度
か
ら
「
優
良
認
定
会

社
」
制
度
の
運
用
開
始
も
予

定
し
て
い
る
。

　

愛
知
県
企
業
庁
は
、
同
庁

が
発
注
す
る
工
事
に
つ
い

て
、
10
月
１
日
単
価
適
用
工

事
か
ら
原
則
「
完
全
週
休
２

日
工
事
」
と
し
て
発
注
す
る

た
め
、
補
正
係
数
な
ど
を
改

定
し
た
。
国
土
交
通
省
が
直

轄
土
木
工
事
に
お
け
る
積
算

基
準
を
２
０
２
５
年
４
月
に

改
定
し
、
完
全
週
休
２
日
工

事
の
補
正
係
数
を
新
設
し
て

お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

県
建
設
局
お
よ
び
都
市
・
交

通
局
（
以
下
、
建
設
局
等
）

が
10
月
１
日
付
で
改
定
し
た

こ
と
に
準
じ
て
同
庁
も
同
様

の
改
定
を
行
っ
た
。
10
月
１

日
付
で
週
休
２
日
工
事
実
施

要
領
を
公
表
し
た
。

　

改
定
に
よ
り
、
従
来
の

「
通
期
の
週
休
２
日
」
の
補

正
係
数
を
廃
止
す
る
と
と
も

に
、
「
月
単
位
の
週
休
２

日
」
（
以
下
、
月
単
位
）
と

「
完
全
週
休
２
日
工
事
（
土

日
）
」
（
以
下
、
完
全
）
を

同
一
と
し
て
い
た
従
来
の
補

正
係
数
を
見
直
し
、
建
設
局

等
に
準
じ
て
設
定
し
た
。

　

発
注
時
に
は
、
同
庁
が

「
完
全
」
を
指
定
し
、
当
初

費
用
に
計
上
す
る
。
受
注
者

側
が
達
成
で
き
な
い
場
合

は
、
現
場
閉
所
状
況
に
応
じ

て
「
月
単
位
」
ま
た
は
「
月

単
位
の
週
休
２
日
未
満
」
の

補
正
係
数
に
変
更
す
る
。

　

工
事
成
績
評
定
の
評
価
で

は
従
来
、
「
完
全
」
の
み
を

評
価
し
て
い
た
が
、
契
約
日

が
26
年
４
月
１
日
以
降
廃
止

す
る
と
し
た
。

　

総
合
評
価
の
加
点
は
従

来
、
「
月
単
位
」
と
「
完

全
」
で
評
価
し
て
い
る
が
、

こ
の
扱
い
も
検
討
し
、
26
年

度
以
降
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
は
、
25
年
度
の
愛
知
県
企

業
庁
の
総
合
評
価
審
査
委
員

会
で
決
定
す
る
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会

は
、
中
学
校
給
食
（
ス
ク
ー

ル
ラ
ン
チ
）
事
業
の
在
り
方

を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
を

本
年
度
行
っ
て
お
り
、
国
の

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
て
２
０

２
６
年
度
に
も
今
後
の
方
針

を
決
め
て
い
く
見
込
み
だ
。

１
９
９
６
年
度
か
ら
段
階
的

に
本
格
実
施
し
て
き
た
中
学

校
給
食
は
、
ス
ク
ー
ル
ラ
ン

チ
提
供
事
業
者
の
所
有
設
備

の
老
朽
化
が
進
み
、
新
た
な

設
備
投
資
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

事
業
者
が
設
備
を
更
新
す
る

場
合
の
概
算
整
備
費
や
、
市

が
小
学
校
と
同
様
の
全
員
制

給
食
を
実
施
す
る
場
合
の
概

算
費
用
な
ど
を
本
年
度
は
把

握
し
て
来
年
度
の
検
討
に
備

え
る
考
え
。

　

市
の
中
学
校
ス
ク
ー
ル
ラ

ン
チ
（
鳴
海
中
と
な
ご
や
か

中
を
除
く
）
は
、
約
５
万
人

の
生
徒
の
う
ち
、
お
お
む
ね

半
数
（
49
・
３
％
）
が
利
用

し
て
い
る
（
２
０
２
４
年

度
）
。

　

本
年
度
調
査
で
は
、
ス
ク

ー
ル
ラ
ン
チ
事
業
の
現
状
や

課
題
を
整
理
す
る
他
、
新
規

事
業
者
の
参
入
可
能
性
調
査

を
行
う
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル

ラ
ン
チ
の
特
徴
で
も
あ
る
選

択
方
式
を
安
定
的
に
提
供
し

て
い
く
た
め
の
契
約
手
法
も

検
討
す
る
。
検
討
で
は
、
民

間
活
力
導
入
に
よ
る
工
場
建

設
と
い
っ
た
手
法
も
含
め
て

契
約
手
法
を
検
討
、
課
題
や

概
算
事
業
費
、
事
業
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
把
握
す
る
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ

の
提
供
実
績
が
あ
る
事
業
者

に
は
、
既
存
設
備
の
提
供
上

限
食
数
や
既
存
設
備
の
耐
用

年
数
・
使
用
年
数
、
設
備
更

新
が
必
要
な
場
合
の
概
算
整

備
費
を
調
査
す
る
。

　

そ
の
他
、
小
学
校
と
同
様

の
全
員
制
給
食
（
皆
が
同
じ

メ
ニ
ュ
ー
）
を
実
施
す
る
場

合
の
課
題
や
整
備
条
件
、
概

算
事
業
費
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
把
握
す
る
。
給
食
方

式
は
、
自
校
調
理
方
式
、
親

子
調
理
方
式
（
近
隣
学
校
の

給
食
調
理
場
で
調
理
し
て
各

校
に
配
送
）
、
民
間
調
理
場

活
用
方
式
、
給
食
セ
ン
タ
ー

方
式
の
４
方
式
で
考
え
る
。

　

国
は
、
小
学
校
給
食
に
つ

い
て
26
年
度
か
ら
無
償
化
す

る
方
針
を
示
し
て
い
て
、
中

学
校
給
食
も
早
期
に
無
償
化

し
て
い
く
方
向
性
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
中
学
校
給
食
が

無
償
化
さ
れ
る
と
、
市
の
給

食
提
供
食
数
も
変
わ
る
可
能

性
も
あ
り
、
本
年
度
調
査
の

成
果
と
国
の
動
向
を
踏
ま

え
て
、
今
後
の
ス
ク
ー
ル

ラ
ン
チ
事
業
の
方
向
性
を

決
め
て
い
く
考
え
の
よ
う

だ
。

中津川市坂本小 ため池現場を見学

名古屋国道

診
断
し
た
浅
野
交
差
点

　

中
日
本
高
速
道
路
会
社

は
、
実
証
し
て
い
た
夜
間
・

降
雪
時
な
ど
の
視
界
不
良
時

に
お
け
る
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
技
術
に
つ
い
て
、
実
用
段

階
に
移
行
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
同
技
術
は
、
日
立
シ
ス

テ
ム
ズ
が
保
有
す
る
技
術
。

今
後
、
実
用
化
に
向
け
た
課

題
を
解
決
し
た
上
で
、
雪
氷

対
策
に
お
け
る
現
場
監
視
で

の
活
用
を
目
指
す
。

　

高
速
道
路
で
は
、
現
場
に

設
置
し
た
カ
メ
ラ
で
全
線
の

常
時
監
視
を
行
っ
て
い
る

が
、
夜
間
や
霧
、
降
雪
時
な

ど
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は

映
像
の
視
認
性
が
大
き
く
低

下
し
、
速
や
か
な
事
象
把
握

が
困
難
に
な
る
課
題
が
あ

る
。
実
証
で
は
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
カ
メ
ラ
映
像
を
鮮
明

化
す
る
技
術
に
よ
り
、
円
滑

な
事
業
把
握
が
可
能
と
な
る

か
を
検
証
し
た
。

　

実
証
を
通
じ
、
照
度
不
足

や
降
雪
と
い
っ
た
視
認
性
が

大
き
く
低
下
す
る
状
況
で
、

特
に
高
い
効
果
が
発
揮
で
き

た
他
、
霧
や
薄
い
雪
と
い
っ

た
軽
度
な
視
界
不
良
時
で

も
、
よ
り
早
い
段
階
で
検
知

で
き
る
の
を
確
認
し
た
と
い

う
。

　

実
用
化
に
向
け
た
課
題
に

は
、
車
両
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に

よ
る
ハ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
大
き

い
映
像
な
ど
で
効
果
が
逆
転

す
る
場
合
が
あ
っ
た
他
、
映

像
を
鮮
明
化
す
る
過
程
で
、

降
雪
そ
の
も
の
が
映
像
か
ら

除
去
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
っ
た
と
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ

ー
調
整
や
運
用
方
法
の
検
討

が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　

同
社
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
方
式
で
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
交
流
会
（
現
在

１
３
９
企
業
・
団
体
が
参

加
）
を
設
置
。
技
術
実
証
を

通
じ
て
、
業
務
へ
の
導
入
効

果
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た

場
合
に
実
用
段
階
に
移
行
し

て
い
る
。
交
流
会
へ
の
応
募

は
同
交
流
会
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト(https://innovative-

expressway-consortium.

jp)

か
ら
。

名鉄都市開発ら　熱田区桜田町に分譲

高沢産業　金山町にオフィスビル

半田市病児保育施設を解体へ

岐阜市　国土強靱化地域計画アクションプランを改定

県　津駅周辺再整備で連携促す

民間

民間

尾張

岐阜

三重

遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

実
用
段
階
に
移
行

中日本高速

視
界
不
良
時

完
全
週
休
２
日
で
工
事
発
注

愛
知
県
企
業
庁　
今
月
か
ら
適
用
開
始

中部地整

後期受付を開始
建設ＢＣＰ建設ＢＣＰ

愛知県議会一般質問

道
路
効
率
的
な
維
持
管
理

一
括
発
注
試
行
へ

点
検
・

修

繕
対策事業化
26年度にも

名古屋市　スクールランチ事業

26年度にも方針
概算整備費を調査

国道22号浅野交差点で安全診断国道22号浅野交差点で安全診断

ふ
し
ぎ
な
粘
土

ふ
し
ぎ
な
粘
土

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
体
験


